
夜、赤提灯の灯りに釣られ酒飲みが集まる前橋の
ゴールデン街「呑龍横丁」。弁天通り商店街にひっ
そりとある入口の看板は夜になると妖しく光り、
人々を奥へ奥へと誘っている。今では呑み屋横丁
として馴染みがあるこの場所は、1947年の前橋空
襲の被災による復興のシンボル・市内初のマーケ
ットとして誕生したのが始まり。当時は今のよう
に飲食店だけでなく、生活に必要なものを売って
いるお店もあった。それからバーやスナックな
ど、夜お酒を飲めるようなお店が残るも店の数は

SHOP 店主　共同組合理事 のる～つぼ
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前 橋 市千 代 田 町 3丁目9 -1 3弁 天 通りからの入 口 は、この 看 板 が目印。赤 提 灯の 妖
しい光が、奥へ 奥へと案内してくれる。
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TEL:027-212-9822
営業時間や定休日は
各店舗により異なります

店
舗
情
報

協同組合理事 減少していった。そんな中、呑龍横丁という文化
を未来へつなごうと立ち上がったのは、現在呑竜
横丁協同組合理事で広報を担当する吉田貴行さ
ん。吉田さんは理事就任後、老朽化した店舗内外
の改装、面白がって参加してくれる新店舗の募集
を行い、横丁の空き物件をほぼ0にするなど、改革
を行なった。「またこの通りを盛り上げたい」と語
る吉田さんの目には、確かな自信があるようだっ
た。また今日も夜が来て、提灯が光り、どこからか
常連がやってきた。『とりあえず、ビール』。
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呑ちゃん酒場の「横丁レバーフライ」　1本¥250

すみっ
子の「おでん」おまかせ6品盛りは¥550

↑
弁
天
通
り

すみっ子の「焼き鳥」レバー（1本120円）と砂肝（1本100円）

ここは、人は昔から肩を寄せ合って生きてきたんだ、という
ことを教えてくれる、そんな気がする。1947年、大蓮寺の敷
地内に、飲食店だけでなく生活に必要なものを売ってい
るお店などの連なりが、戦後復興のシンボルとして建
設された。ここでの買い物、人とのふれあいは、戦後
不安で一杯であっただろう人々の心を、いくらか
癒したであろう。その後、大火事に見舞われること
もあったが、少しずつその姿を変えながら今日ま
でその文化とともに、呑龍横丁は歴史を繋いでき
た。呑み屋横丁へと変化しても、人々が肩を寄せ
合うこの風景は、今も昔も変わらないだろう。お
酒には人間の建前という皮を剥がす力がある。
仕事で失敗してやけ酒をあおったならば、スナ
ックのママが励ましてくれる。それまで知らな
い振りをしていた常連同士が、マスターの一
言でそっと打ち解ける。いつもは気難しい上
司と、安酒を分けあっていたら親子のように
見られていた。人と人の繋がりは尊い。ここ
での縁に、少しでも魅力を感じるのであれ
ば、千円札を持って、入りやすい店から、チ
ャレンジしてみると良い。
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公益 財団法 人前橋市まちづくり公社 発 行の「前橋まちなか 新聞」。
2017年 6月の創刊より、まちなかで行われる展示 会やイベント情
報、起こった出来事や珍しいニュースをお伝えするほか、まちなかの
魅力的な店舗、店主に取材を行う『店主のる～つぼ』を掲載していま
す。お手に取り、まちなかへ足を運んでみてはいかがでしょう！

前橋の交通環境をもっと手軽に、もっと便利に開運や商売繁盛を願って

MaeMaaSが10/1にスタートしました。

馬場川通り「白井屋ホテル」に

「ブルーボトルコーヒー」がOPEN！

まえばし中心市街地をワイン＆おつまみホッピング

まえばしワインホップ

イベントへお出かけの際は 新 型コロナウイルス感 染 症
感 染 拡 大防止 対 策にご協力ください。 NEWS

前橋酉の市祭

11/9
11:0 0 -18:0 0 熊 野 神 社 境 内日

時

料
金

前 橋酉の市 祭実 施 委員会主
催

場
所

問
合
せ

入場 無 料

まえばしワインホップ 実 施 委員会料
金

主
催

前 橋酉の市 祭実 施 委員会
TEL:027-2 31-56 4 4

イベント参加加盟 店が 考案した「グ
ラ ス ワ イ ン ＋ お つ ま み 料 理 」の
¥1,000セットで食べ歩き、飲み歩き
しな がら盛り上 がりましょう！さら
に、ポイントを貯めて景品 ゲットの
チャンス！詳しい内容は、まえばしワ
インホップの公式ホームページをご
覧ください。

古くから親しまれてきた大酉祭(お
酉さま) を市 内 の熊 野 神 社 境 内 で
開催します。年に一度の「開運八咫
烏 御 影 御 開 扉」などの開 運 の 催し
があるほか、昨年に引き続き「コロ
ナにきっと勝つ！」串カツ無料配布

（先着200名）もあります。開運や商
売繁盛を願って酉の市 祭へぜひ足
を運んでみて下さい。

10/30 - 11/29 前 橋中心商店 街
および 前 橋 駅 周辺

期
日

場
所

問
合
せ

店
舗
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「グラスワイン＋お つまみ料理」
＝1,0 0 0 円

HPより
お問 合 せください

オープンしてから、絶えず訪れる人の五感を刺激するアートホテル「白井屋
ホテル」に、さらなる芽吹きが生まれました。地方初出店となる「ブルーボト
ルコーヒー」が9/17にオープンしてから、連日賑わいを見せています。店舗
内にはホテル内にも作品が展 示されている白川昌生 氏による新 作アート
が。どれも一流のアート、建築、コーヒー。ぜひ体験してみよう。

営業時間 ： 8:00 - 19:00
住所：前橋市本町2-2-15「白井屋ホテル」敷地内、馬場川通り沿い

問
合
せ
先 詳しくはこちら

（ 前 橋 市 H P ）

H P はこちら

前橋市新モビリティサービス推進協議会 
（事務局:前橋市交通政策課）

TEL: 027-898-6238

「MaaS」とは、一人一人の移動ニーズに
対応して、複数のモビリティサービスを
シームレスかつ最適に組み合わせて検
索・予 約・決 済 等を一 括 提 供するサー
ビス。目的地での交通以外のサービス
等とも連携し、移動の利便性向上や地
域 の 課 題 解 決 に も 貢 献 し ま す 。
MaeMaaSでは、公共交通がお得に乗
り放題となるデジタルフリーパスを提
供しています。例えば、『中心市街地乗
り放題券』では前橋駅を中心とした市
内中心部の路線バスが乗り放題に。前
橋市民の方は、MaeMaaSでマイナンバ
ーカードの認証登録をしていただくと
更にお得な前 橋 市民 割引でご 利用い
ただけます。12月からはフリーパスと
連携した商業クーポンの提供も予定し
ていますので、公共交 通を利用してお
得に前橋のまちを楽しんでください。


